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1-1 育成室ニーズの算出
および整備計画の変更（増室計画等）

今年度の第1回子ども子育て会議にて、

・本年の育成室のニーズ率は30.8％になったことが報告。

（昨年度対0.6ポイントの上昇）

・区は年0.6ポイント上昇で将来的なニーズと設定。

※次ページに図表

平成29年度第1回 文京区子ども・子育て会議

【資料4号】幼児期の教育・保育のニーズ量の再算定結果について の別紙3より

http://www.city.bunkyo.lg.jp/var/rev0/0138/0354/201773192433.pdf
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ニーズ率と低学年人口・ニーズ量の推移

※区小学生人口は子育て支援計画等より。
※H29まで実数、H30～32区の推計値

1-2 育成室ニーズの算出
および整備計画の変更（増室計画等）



今年度の第2回子ども子育て会議にて、

・第1回会議で提示されたニーズ率及び人口予測の再算定の結果として、
5か年計画（H27年からH31年）内で、増室数につき8から10への2つ
増を今年度の事業計画案として提示された。

・2室増のうち1室は音羽地域活動センター移転後の跡地（目白台
3‐4‐11）もう一つは検討中）

・保育料についてはキックオフ資料配布のみ

1-3 育成室ニーズの算出
および整備計画の変更（増室計画等）



それ以外の増室計画等

・改築される3つの区立小学校（誠之・柳町・明化）に育成室増築計画
があり、公になっているもので5室の計画。

・継続的な増室は課長・区長面談やこども子育て会議での働きかけ等、
区連協継続的な活動の成果。

・来年度について区側は現存育成室の定員増で対応の旨、子ども子育て
会議で発言。

・区連協としては、個々の育成室の定員数との兼ね合いを見つつ、待機を
最低限にするよう子育て会議の場でも、課長面談でも申し入れ済。

1-4 育成室ニーズの算出
および整備計画の変更（増室計画等）



新設年度 H27年 H28年 H29 H30 H31 合計

H27当初 3 2 2 1 ０ 8

H29更新（案） 4 1 3 0 2 10

・子ども子育て事業計画上での整備計画・・2室積み増しが提案された。

・改築中の3小学校について、育成室の記述がある文書
柳町 http://www.city.bunkyo.lg.jp/var/rev0/0112/7515/y_kaitiku_kenntouiinnkai_houkokusho.pdf 
誠之 http://www.city.bunkyo.lg.jp/var/rev0/0135/1418/hogosyasetumeikaisiryou.pdf
※誠之は整備方針内に記載ないが、新校舎説明会の資料には育成室の存在が記載
明化 http://www.city.bunkyo.lg.jp/var/rev0/0117/4975/kenntouiinnkai_saisyuuhoukokussyo.pdf

※H29年度の更新後の計画は、H29年度第2回子ども・子育て会議資料より引用・再構成
http://www.city.bunkyo.lg.jp/var/rev0/0138/3933/20171010105547.pdf

1-5 育成室ニーズの算出
および整備計画の変更（増室計画等）

・ここ数年の増室状況・・文京区育成室運営条例施行規則より設置年度を確認）
H24年・・・新設1 （第三中学校）
H25年・・・新設2 （千石の２室化・茗台）
H27年・・・新設4 （本郷第三・柳町第三・駕籠町小学校・小日向台の２室化）
H28年・・・新設1 （文林中学校）
H29年・・・新設3 （汐見第二・誠之・湯島小学校）



・現時点で文京区の小学生人口のピークアウトは見えない。

・見通しとして現在の育成室の環境を保持するためには、ここ数年と同ペー
スでの増室を数年継続していく必要がある。

・かかる状況人口増の状況を踏まえ、現在公の5室増室だけでは足らない
認識は区も持っている。

・区からメッセージされているのは、学童保育の在り方について「利用者団
体たる区連協の意向によるところが大きい」という旨

・何もせずとも育成室が増設され続ける訳でなく、区連協として現在の文
京区の学童保育の価値を認識し、増室を依頼する活動を続ける必要が
ある。

2-1 将来的な育成室の増室について



平成29年度第1回 文京区子ども・子育て会議

【資料3号】人口推計の再算定結果について 【別紙3】 の数字を利用

http://www.city.bunkyo.lg.jp/var/rev0/0138/0353/201773192348.pdf

2-2 将来的な育成室の増室について
(参考)H29年度4月1日時点での年少人口抜粋
・・・未就学児の人口は増加の一途

4月1日時点 人口

0歳 2,087

1歳 1,971

2歳 1,977

3歳 1,904

4歳 1,806

5歳 1,759

6歳 1,777

7歳 1,823

8歳 1,683

黄色部分が
小学生低学年に相当



※区小学生人口は子育て支援計画（平成27年3月）及び子ども・子育て支援事業計画等より。
区立小学生数は区保持数字と都H28教育人口等推計より。区立非在籍数は区小学生人口から区立小学生数を減算し算出。

※グラフ内赤字は推計 （小学生人口は区推計・区立小学生数は都推計）

増加傾向の推計となっている。
※グラフ内赤字はH28推計

(参考)昨今の文京区小学生人口推移…近年増加が著しい

2-3 将来的な育成室の増室について


